


一補
正
予
算

口
一
般
会
計

介
護
保
険
関
連
予
算
な
ど
総
額

九
千
八
百
四
十
九
万
五
千
円
の
補

正
と
な
り
ま
し
た

。

補
正
総
額

九
八
、
四
九
五
千
円

累
計
総
額

四
、
七
九

二
、

二
六

一
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と
お

月

広報かわうち

ー
下
水
道
施
設
整
備
事
業
費
な
ど
i

平
成
十
一
年
度
の
六
月
定
例
町
議
会
は
、
六
月
二
十
一
日
開

会
し

、

西
中
村
西
組
線
道
路
改
良
工
事
請
負
契
約
な
ど
議
案
九

件
、
請
願
二
件

、

発
議
二
件
を
審
議
し
、
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
し

、

請
願
・
発
議
は
三
件
を
採
択
し
、
一
件
を
不
採

択
と
し
ま
し
た

。

ま
た

、

平
成
十
年
度
川
内
町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
な
ど
二
件
の
報
告
が
あ
り
、
六
月

二
十
四
日
開
会
し
ま
し
た

。

問
刷
幽

O
法
人
町
民
税

ム
一
一
一O
、

0
0
0
千
円

(
町
内
大
手
企
業
の
税
収
減
)

O
固
定
資
産
税八

一
、
二
六
一
千
円

(
町
内
大
手
企
業
の
償
却
資
産
の

特
例
適
用
除
外
に
よ
る
税
収
増
)

同
制
固

O
集
会
所
施
設
等
整
備
事
業
費
補

助
金

一、

三
八
O
千
円

。
法
人
町
民
税
確
定
に
伴
う
還
付

金

七
六
、
五
O
O
千
円

。
介
護
保
険
事
前
認
定
に
係
る
事

業
費

七
、
四
七
五
千
円

。
延
長
保
育
臨
時
雇
人
料

て

O
七
一
千
円

。
川
内
町
奨
学
資
金

一
八
O
千
円

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• り
で
す
。

口
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
事
務
電
算
処
理
シ
ス

テ
ム
開
発
委
託
料
で

補
正
総
額

三
、
四
一
三
千
円

累
計
総
額八

一
六
、
九
二
八
千
円

口
老
人
保
健
特
別
会
計

平
成
十
年
度

川

内
町
老
人
保
健

特
別
会
計
の
歳
入
欠
陥
を
繰
上
げ

充
用
に
よ
り
補
填
す
る
た
め
の
補

正
で補

正
総
額
九
八
千
円

累
計
総
額

一 、

三
三
一
、
七
九
六
千
円

※
急
を
要
す
る
た
め
専
決
処
分

し
、
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

口
簡
易
水
道
特
別
会
計

横
灘
団
地
配
水
池
清
掃
及
び
ド

レ
ン
改
修
工
事
請
負
費
で

補
正
総
額

一
、
五
O
O
千
円

累
計
総
額二

七
回
、
九
七
六
千
円

口
公
共
下
水
道
特
別
会
計

ぬ

公
共
下
水
道
施
設
整
備
事
業
費

で
補
正
総
額

一
四
九

、

0
0
0
千
円

累
計
総
額

一、

一
四
九
、
五

一
三
千
円



口
ふ
る
さ
と
交
流
館
特
別
会
計

交
流
館
脱
衣
室
等
改
修
工
事
請

負
費
な
ど
で

補
正
総
額

二
二

、

五
四
八
千
円

累
計
総
額

一
五
五
、
五
一

三
千
円

町議会報告

一
O
温
泉
郡
介
護
認
定
審
査
会
共
同

設
置
規
約
の
制
定
に
つ
い
て

介
護
保
険
法
が
平
成
十

二
年
四

月

一
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
温
泉
郡
内
の
公
平

・

中
立
な

介
護
認
定
審

査
処
理
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
温
泉
郡
介
護
認
定

審
査
会
を
設
置
す
る
た
め
議
会
の

議
決
を
求
め
た
も
の

般
議
案

O
平
成
十
一
年
度
地
方
特
定

道
路
整
備
事
業
西
中
村
西

組
線
道
路
改
良
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

O
平
成
十
一
年
度
簡
易
水
道

等
施
設
整
備
事
業
問
屋
・

大
屋
敷
飲
料
水
供
給
施
設

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

(
二件
と
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
)

一報
O
平
成
十
年
度
川
内
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て

O
平
成
十
年
度
川
内
町
公
共
下
水

道
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

O
川
内
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営

状
況
に
つ
い
て 左t

口

一議
員
発
議

O
国
旗
・
国
歌
の
早
期
法
制
化
を

求
め
る
意
見
書

(採
択
さ
れ
ま
し
た

)

O
核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶
国
際

条
約
締
結
を
求
め
る
意
見
書

(
採
択
さ
れ
ま
し
た
)

圭主主
両日

願

O

「
核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶
国

際
条
約
締
結
を
求
め
る
意
見

書
」
採
択
に
つ
い
て
の
請
願

(採
択
さ
れ
ま
し
た

)

O
じ
ん
肺
曜
患
者
の
救
済
と
ト
ン
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七
月
臨
時
町
議
会
が

、

去
る
七
月
+
四
日
聞
か
れ
、
議
案
七
件

、

推

薦
一
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、

二
件
は
否
決
さ
れ
ま
し
た

。

ボ ー
U 市
全ポ 11-'" 
国 l 三工
大ツ -----þ

ii 生

で
補
正
総
額

累
計
総
額

四
、
七
九

二
、
八
八
二
千
円

六
一
二
千
円

0 ・園田
( 助
否 役
決 の
さ 選
れ 任
ま 同
し 意
た に
) つ

い
て

一『ー一一_...‘

般
議
案

五
件
は
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

、

O
収
入
役
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

(
否
決
さ
れ
ま
し
た
)

O
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

渡
部
洋
美
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
も
の
で
、
渡
部
洋

美
さ
ん
の

再
任
に
同
意
し
ま
し
た

。

O
平
成
十
一
年
度
県
費
補
助
事
業

三
軒
屋
音
回
線
舗
装
新
設
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

O
平
成
十
一
年
度
緊
急
地
方
道
路

整
備
事
業
西
中
村
西
組
線
道
路

改
良
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

O
平
成
十
一
年
度
公
共
下
水
道
事

ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
を
求
め
る

「
意
見
書
」
の
提
出
に
つ
い
て

(不
採
択
と
な
り

ま
し
た
)

業
日
|

補
l

管
渠
工
事
④
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

(
三件
と
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
)

一椎
O
川
内
町
農
業
委
員
会
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員

会
委
員
に
、
議
会
推
薦
の
学
識

経
験
者
と
し
て
池

川
守
良
氏

(
和
田
丸
)
を
推
薦
し
ま
し
た
。

(参
考

)

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

(
抄
本
)

第
十
二
条
市

町
村
長
は
、
選

挙
に
よ
る
委
員
の
ほ
か
、
次

の
各
号
掲
げ
る
者
を
委
員
と

し
て
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら

な

u
。

二
当
該

市
町
村
の
議
会
が

推
薦
し
た
農
業
委
員
会
の

所
掌
に
属
す
る
事
項
に
つ

き
学
識
経
験
を
有
す
る
者

五
人
以
内

薦

広報かわうち



農
業
委
員
会

委
員
決
ま
る
f

任
期
満
了
に
伴
う
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
七
月
六
日

告
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
定
数
十
三
人
を
超
え
な
か

っ
た
た
め
、

無
投
票
と
な
り
、
同
月
十
一
日
の
選
挙
会
で
次
の
と
お
り
当
選

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
し
い

農
業
委
員
会委

宇近八石今回岡田松
和 井野
川 藤木 川 井野部岡本 (届

出
順

定
数
十
三
人
)

一
巳

(西
古
市

)

幸
雄

(天
神
)

洋
夫
(
斉
院
之
木
)

公
明
(
森
)

正
和

(川

筋
)

五
百
里

(曲
里
)

隆

義
(
保
免

)

静
馬

(日
浦

)

和
贋

(永
野

)
員

i度 i度農業委員会は ( 
こんな仕事をしています

0優良農地の確保と有効利用

農地の売買や貸し借り、農地の転用な

どについて、農地法等に基づいた許認可

などの業務を行っています。

菅中

野島

選
任
に
よ
る
委
員

0農業者の利益代表としての農政活動

農業 ・ 農業者の利益代表として農業者

の意見や要望をきめ細かくくみ取り、行

政や政策へ反映するための建議や意見の

公表を行っています。

町
議
会
推
薦
の
委
員

池
川

守

良

(和
田
丸
)

広報かわうち

農
業
委
員
会
の
委
員

は

「
農
業

委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

」
に
よ

り
、

選
挙
に
よ

る
委
員
と
町
長
の

選
任
に
よ

る
委
員
で
構

成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い

ま

す
。

町
長
が
選
任
す
る
委
員
は
、

町

議
会
の
推
薦
を
受
け
た
学
識
経
験

者
の
方
一
人
と

、

農
業
共
同
組
合

の
推
薦
を
受
け

た
農
協
理
事
の
方

部
敏
治
(
西
組
)
一
将
(
土
谷
)

二
人
の
計
三
人
と
な
っ
て
お
り

、
陸
周
・

部
健
介
(
西
之

側
)
一
和
徳
(
井

内

西
)
次
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

0

.除
旬

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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.

.
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.

.

.

.
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.

.

.
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.

.

.

.

.

.

 

4

匂
4

0農地利用集積と担い手への支援

地域農業の構造改革に向けて、認定農

業者等の担い手への農地の利用集積や経

営の確立に向けた支援活動を展開してい

ます。

三
人
も
決
ま
る

農
業
協
同
組
合
推
薦
の
委
員

三
津
山

恵
生
(
西
組
)

大

野

桂
(
則
之
内
)

川
内
町
農
業
委
員
会

薗
9
6
6

・

2
2
2
2

(富
1
7
8

)

久ーノ

‘ 1, 

ヘ「

0きめ細かな地域の世話役活動

農業者年金、税金、 制度資金など農家

の経営や生活に関する身近な ' 1尚みや相談

等に対するきめ細かな世話役 .品・\

活動を行っ て 信レw ・
います。 ー一一~-

7....弓
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都市環境.

3晶
:
・
第二
次
分
譲
受
付
開
始
・
:

[問い合わせ・申込受付先}

申込資格、申込方法、譲渡価格等詳しく

は、川内町土地開発公社(川内町役場企画

調整課内) 薗 966 -2222 (内線 129) まで

お問い合わせください。

川
内
町
土
地
開
発
公
社
が
整
備
し
た

、

若
者
向
け
住
宅
団
地

「
は
な
み
ず
き
タ
ウ
ン
西
谷
」

と
お
り
開
始
し
ま
す

。

口
分
譲
地

西
谷
住
宅
団
地
日
区
画

※
平
均
譲
渡
価
格

(l
，

ぱ
当
り

約
3

万
円
)

口
申
込
受
付
期
間

平
成
日
年

7

月
担
日
(
土
)
か
ら

平
成
日
年
8

月
初
日
(
金
)
ま
で

匝輯事

の
第
二
次
分
譲
の
受
付
を
次
の

8 月 18日制午前10時から

川内町役場別館 2 階

円車会議室

・問い合わせ先

川内町役場企画調整課

菌 966-2222 (内線128 ・ 129 ) 

口公聴会 (県主催)

・日時 8 月 27 日幽 午後 2 時から

・場所 松山市北持田町132番地

松山地方局 7 階大会議室

・公述申出書の提出先及び問い合わせ先

o 愛媛県土木部道路都市局都市計画課

〒790-8570 松山市一番町四丁目4-2

薗 941-211 1 (内線 3860 )

0 川内町役場企画調整課

戸
別
受
信
機
の

調
子
は
ど
う
で
す
か
?

最
近
、
「
電
源
ラ
ン
プ
が
赤
の

点
滅
に
な
り
、
放
送
終
了
後
、
大

き
な
音
が
す
る
」
と
い
う
問
い
合

わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
戸
別
受
信
機
に
入

っ

て
い
る
電
池
の
容
量
不
足
が
原
因

で
す
。

電
池
(
単
二
が
四
本
)
を

交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お

、

電
源
ラ
ン
プ
が
緑
色
で

も

年
一
回
は
電
池
を
交
換
し
て
く

だ
さ
い
。

O
戸
別
受
信
機
の
貸
与
に
つ
い
て

別
棟

・

別
生
活
な
ど
の
理
由
に

よ
り
同

一
世
帯
で
も
戸
別
受
信
機

が
二
台
必
要
な
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

の
で
希
望
の
あ
る
方
は
、
役
場
総

務
課
(
薗
9
6
6

・
2
2
2
2

)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

ぬ
広報かわうち



回
同
介
護
保
険
は
、
終
身

同
副
保
険
で
す
か
。

基
本
的
に
、
終
身
保
険
で
す

。

誰
に
と
っ
て
も

、

介
護
が
必
要
と

な
る
可
能
性
は
亡
く
な
る
ま
で
あ

る
の
で
す
。

ま
た

、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
よ
う
に
な
っ
て
も

、

保
険
料
は

払
い
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

こ

の
仕
組
み
は

、

医
療
保
険
と
同

じ
で
す
。

岡
国
介
護
保
険
は
、
強
制

円
陣
加
入
で
す
か
。

四
十
歳
以
上
の
国
民
は
、
各
住

所
地
の
市
町
村
へ
の
強
制
加
人
と

な
り

ま
す
。

六
十
五
歳
以
上
の
方

は
主
に
年
金
か
ら
、
四

十
歳
以
上

六
十
五
歳

未
満
の
方
は
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
か

ら
保
険
料
を

支
払
、
つ

こ
と
に
な
り
ま
す

。

平
均
寿
命
が
八
十

歳
を
超
え

、

介
護
の

期
間
も
平
均
三
年
以

上
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

ま
た
、
少
子

核

家
族
化
が
進
み
、
家
族
で
介
護
を

行
う
こ
と
は
益
々
難
し
い
状
況
に

な

っ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
社
会
全

体
で
支
え
合
う
た
め
の
介
護
保
険

制
度
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

周
回
医
療
保
険
と
同
じ
よ

陪
踊
う
に
保
険
証
(
被
保

険
者
証
)
が
あ
る
の
で
す
か
。

六
十
五
歳

以
上
の
方
に
被
保
険

者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す

。

ま
た
、

六
十
五
歳
未
満
の
方
で
要
介
護
及

び
要
支
援
の
状
態
と
な

っ
た
場
合

等
、

申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
被
保

険
者
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

た
だ
、

医
療
保
険
者
証
と
違
う

の
は
、
持
っ
て
い
る
だ
け
で
は
介

護
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い

こ

と
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ

め
要
介
護
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

被
保
険
者
証
は
、
平
成
十
二
年

四
月
ま
で
に
役
場
か

ら
各
家
庭
に

郵
送
す
る

予
定
で
す
。

{
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
福
祉
課

箇
9
6
6

・

2
2
2
3

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第4回子育て広場は「プールで遊ぼう水、 砂、シャホ‘ン玉遊び」

を予定しています。 お子さんやお友達と一緒に水や砂と戯れ、む

し暑さを吹き飛ばしまし ょう。 お誘い合わせでご参加ください。

第2回子育て広場は、参加した親子と園児と

が一緒に身体を動かして表現あそびを楽しみま
した。 その後、むし歯予防についての話を聞き、
健やかな歯を守るため、歯みがきの指導を県中

央保健所の川上先生から受けました。

、~--

広報かわうち

[問い合わせ先]
川内保育園自966-2288

ぬ

q、h
O

8

月
7

日

(土
)

午
前
日
時
1

什
時

(受
付
9

時
叩
八
刀)

川
内
保
育
園
園
庭

O
プ

ル
で
遊
ぼ
う

O
水
、
砂
、
シ
ャ
ボ
ン

玉
遊
び

水
着
、
パ
ス
タ

オ
ル

、

着
替
え
、
水
筒

日

日寺

内場

容所

持
っ
て

く
る
物



老
人
福
祉
大
会
の
ご
案
内

幸
せ
で
明
る
い
長
寿
社
会
を
築

き
高
齢
者
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
、
九
月
十

五
日
か
ら
二
十
一
日

ま
で
老
人
保
健
福
祉
週
間
の
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

川
内
町
で
は
、
老
人
保
健
福
祉

週
間
の
記
念
行
事
と
し
て
九
月
十

五
日
(
敬
老
の
日
)
に
中
央
公
民

館
で
老
人
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

こ
の
大
会
で
は
、
健
康
優
良

老
人
、
金
婚
式
を

迎
え
ら
れ
た
方

同職員を

$0します f
川内町では、平成11年度の職員採用試験

を次の要領で実施します。

な
ど
へ
表
彰
や
記
念
品
の
贈
呈
、

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
の
敬
老
作

文
の
発
表
、
老
人
意
見
発
表
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。

老
人
福
祉
大
会
へ
の
出
席
者
の

と
り
ま
と
め
は
老
人
ク
ラ
ブ
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
六
十
五

歳
以
上
の
老
人
ク
ラ
ブ
へ
未
加
入

の
方
で
老
人
福

祉
大
会
へ
出
席
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

地
区
班
長
さ
ん
か
又
は
、
役
場
福

0募集職種

一般事務職 l 
1 若干名

土木 ・ 建築技術職|

0受験資格

昭和45年 4 月 2 日から|
|に生まれた者

昭和57年 4 月 1 日まで|

0試験内容

・ 筆記試験(高校卒業程度)

.面接試験
祉
課

(箇
9
6
6

・

2
2
2
2

)
へ
八
月

十
日
ま
で
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い

。

な
お

、

会
場
の
都

合
で
希
望
さ
れ
る
方

が
多
数
の
時
は

、
ご

出
席
い
た
だ
け
な
い

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

。受験申込みの受付期間

平成11年7月 26 日から平成11年8月 20 日

まで。 その他採用試験に関する詳しいこ

とは 、 役場総務課まで (箇 966-2222 ) 
お尋ねください。

,-----------, 
-児童手当現況届・

児童手当現況届はもう

提出しましたか?まだの

人は次の添付書類をそろ

えて早急に提出してくだ

さい。

' 、ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー'

川
内
町
で
は
、
め
で
た
く

金
婚

式
を
迎
え
た
ご
夫
婦
を
老
人
福

祉

大
会
に
ご
招
待
し
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
年
度

、

金
婚
式
該
当
は

、
昭

和
二
十
四
年

一
月

一
日
か
ら
昭
和

二
十
四
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で

に
婚
姻
の
届
出
を
さ
れ
た
ご
夫
婦

で
す
。

民
生
児
童
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
得
て

、

調

査
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

金

婚
式
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
ご

夫
婦
や
お

心
当
た
り
の
方
は

、

福

祉
課

(箇
9
6
6

・

2
2
2
2

)

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

婚
姻
届
出
日
を
確
認
し

、

該
当

さ
れ
る
ご
夫
婦
に
は

、

老
人
福
祉

大
会
へ
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

ぬ

は

サ
る

た

(

あ

ま

者
で

書

用
)

明

被
等

証

が
ン
出

入

者
マ
提

加
書

給

一

に

金
立

受
リ
合

年
申

ラ
場

。

※平成11年 1 月 l 日以降

に転入した方は、 以前

住んで、いた市区町村 の

平成11年度所得証明書

が必要です。

広報かわうち



思今
退
職
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会社を退職して、年金を受けている方に

〔会社などを退職された方が利用できる国保の制度です。 〕

…
こ
ん
な
方
が

対
象
で
す
。

次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す

日

…
る
人
と
そ
の
被
扶
養
者

。

…
l

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て

…

い
る
人

H

H
Z

老
人
保
健
の
適
用
を
受
け
て

い

い
な
い
人

n
a

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
老

日

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、

そ
の
年
金
制
度
に

二
十
年
以
上

日

加
入
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
四

日

十
歳
以
降
に
十
年
以
上
加
入
し

い

て
い
る
人

日
女
被
扶
養
者
と
は

退
職
被
保
険
者
と
一
緒
に
生

日

活
し
退
職
被
保
険
者
の
収
入
に

日

①
退
職
被
保
険
者
に
よ
り
生

計
を
維
持
し
て
い
る
家
族

(
配
偶
者

、

三
親
等
内
の

親
族
、
ま
た
は
配
偶
者
の

父
母
と
子
。
)

②
国
保
の
加
入
者
で

、

老
人

保
健
の
適
用
を
受
け
て
い

な
い
人

広報かわうち

ぬ



…
年
金
証
書
が
届
く
ま

…が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

…
で
に
、
お
医
者
さ
ん

…

…
に
か
か
っ
た
と
き

退
職
者
医
療
制
度
に
加
入
資
格

H

H

の
あ
る
方
が
、
年
金
証
書
が
届
か

一

日

な
い
た
め

、

や
む
を
得
ず

一
般
の

い

日

被
保
険
者
証
で
診
療

(
三割
負
担
)
H

H

を
受
け
た
場
合
に
は
、
退
職
者
医

H

H

療
制
度
の
手
続
き
を
済
ま
せ
た
後

日

に
申
請
を
す
る
こ
と
で
、
差
額
分

U

u
i
u
p
tIJIJfd'
J11j
JJ
 

27
さ
く
与
の
湯

併
一

…

判
ツ
一
一2
l

ア
ル
ナ

…

調
♂

，
、

脱
衣
室
の
改
修
工
事
姐

~

を
終
え
、
さ
く
ら
の
湯
齢

)

が
7

月
白
日
、
リ
ニ
ュl

畿
)

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
0

6
i

j

日

※
ご
来
館
の
方
に
プ
レ

H
J

ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

丸

一

険
証
と

年
金
証
書
で
す
。

l イベント情報 l
乏多-心の健康づく り講演会 .

• .頭の寝たきりを治そう-一
午後 6 時~健康相談など

午後 7 時30分~講演

中央公民館大ホー ル

・ 健康相談(血圧測定、体脂肪率測定、

介護相談)

- 講演(入場料無料)

9 月 4 日ω。 日時

く〉 場所

く〉 内容

「ボケは防げる、
治せるj

絹子先生

川内町

川内町保健衛生

実践会

高槻

く〉 主催

。 後援

講師

O 
箇 役 問
9 国場い
6 民福合
6 i!建祉 わ
康司i せ

2 保 先
2 険
2 係
3 

〈講師プロフィール 〉

高槻絹子(たかっき

北九州市生まれ

浜松医療センター脳外科で勤務。

「二段階方式j という老人性痴呆の早期発見法の

開発に関わり、早期痴呆患者の発見・脳リハビリ

等に顕著な成果を挙けている 。

0現在 「二段階方式J の指導、助言、講演で活躍。

著書 「ボケません私の老後J rボケない村の花使 り j など

きぬこ)

O浜松医科大学講師 ・臨床心理士 エイジングライフ研究所

副所長

01947年

01980年

骨川内町夏刊 枠
。日時 8 月 2lEl (土) 午後 6 時~

(雨天の場合、 翌日に順延)

。場所

。内容

*夜店(各種団体・ 川内町商店有志)

* 実行委員会参加団体による各種イベ

ント

* チピッ子キャラクターショー

*盆踊り(参加賞贈呈)

* お楽しみ抽選会

ぬ
広報かわうち



力メラレポート
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‘ 111上スポーヴ少年団
バレーボール部優勝

6 月 1 3日、和気小学校で行われた小学生県

パレ ポル大会で、川上スポーツ少年団バ

レーポール部が 5 年生以下の部で優勝しまし

た。

食生活政善推進
協議会設立総会
並びに記念大会

‘ さ っ そく行われた食生活改善調理実習

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

広報かわうち

ボ大
?k野
メス軍

23蚕
H ト冨
ヘ活ー←

1 動
で

真塾なボーイスカウト活動が認められ、

大野草太君(惣国首下松山東高 2 年)

が松山市の姉妹都市サクラメン卜の交

流使節団に選ばれました。

使節団は、 8月 12日か58月29日まで、

アメり力に滞在し、ホームステイやキ

ャンブなどを通してボーイス力ウトと

交流します。

大野君は、「自由の国アメリ力のボ

ーイス力ウ卜活動を学び、得たものを

同じス力ウ卜仲間に伝えたいj と抱負

を語ってくれました。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

家庭と地域社会の中で食生

活改善を通して健康芯まちづ

くりに努めようと 6 月 1 6日、

川内町食生活改善推進協議会

の設立総会が開催されました。

役員の選出や活動計画予算などを審議した後、記念大会

を聞き、松山中央保健所長竹之内直人先生の記念講演や調理

実習を行い、活動の第 歩を踏み出しました。

4
司

会
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

6 月 20日、体育協会会長杯バレーポール大会

が勤労者体育センターで行われました。

試合結果は次のとおりです。

ぬ

[女子の部]

優勝川内クラブA

準優勝川内クラブB

第 3 位 フルー工ンジ工ル

[男子の部]

優勝 Vパスターズ
準優勝九番 '8

第 3 位 タウンイーストズ



力メラレポート

日
切
り
自

位
一

六
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日
、
河
之
内

の
惣
河
内
神
社
で
第
一
回
の
「
あ
じ
さ
い
の
杜
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

バ
ザ
|

会
場
は
、
雨
に
濡
れ

た
ア

ジ
サ
イ
の
中

に
あ
り
ま

し
た

4
・
、

』
V雨

の
た
め
、
河
之
内
公
民
館
で
行

わ
れ
た

コ

ン
サ
ー
ト
。

ス
テ
ー
ジ
と
会
場
の
一
体
感
が
よ

か
っ
た

』
v
V

農
産
物

、

飲
食
物
、
あ

じ
さ
い
の
販
売
も
あ
り

宇
4
F
fレ七
九

4 重信町牛測昭和倶楽部
のお神楽

V急き ょ 隣りの金毘羅寺で

行われたもちまき

俳
人
松
根
東
洋
城
・
佐
伯

巨
星
塔
ゆ
か
り
の
地
で
の

俳
句
会
4

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

あじさいの杜まつり実行委員会

代表 寺川健治さん

第 l 巨! とあじさいの社ま

つりとは雨にもかかわら

ず、 Ill]内外か ら 大勢の人に

来ていただき 、 会員一同感

謝しております。

先代宮司さん植栽の山 ア

ジサ イを 中心 と し たとあ じ

さいの社主が皆様に楽しん
でいただける広場になる よ

うがんばりますのでよろし

くお願いします。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

あじさいの社まつり実行委員会

佐伯敦さん

先代の宮司の「あじさい

神社にする」という夢に皆

様のお陰で近づいた気がし

ま す。

東谷の素晴らしい自然と

文化を再認識できる ま つり

にしたいと思っています。

今後とも御支援お願し、し

ます。

広報かわうち
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高齢者に爽通安全反射材 惨
7 月 2 日、福祉館で高齢者の方へ交通安全の反射材の

プレゼントがありました。

これは、川内町の国道11号線(則之内~河之内閏)が「高

齢者交通事故防止モデル路線J に指定されており、高齢

者の交通事故防止のために配られたものです。

一ーー一町田 参加したお年寄りは、配

うれた反射材 (シール) を

早速自分の靴やサンダルに

R占っていました。

自転車教室
6 月 28日、川上小学校で自転車教室

が開催されました。

3 年生の児童が実地に学校周辺を自

転車で回り、手信号や道路の横断方法

などを学んでいました。

ふるさと爽漏館に

“七夕飾り"
ふるさと交流館の玄関 lこ、 “七夕飾り "

が設置されました。

これは、地元西組の有志の方が入館者に

喜んでもうおうと製作したもので、地元の

主婦5約10人が 3 日がかりで作り上げまし

た。

願いごとを書いた色とりどりの短冊が笹

に吊されており、訪れた人は、しば5く足

を留めて願いごと

の短冊を見つめて

いました。

埋っ た大ホール

「ウォ 一」という 砂
ライオンのおたけ

びで始ま っ た講j寅

婦人教育指導者 : が参加して行われた研修会では、とべ

動物園園長の山崎泰先生の「私も動物
中予地区町修会 だかう」と題したエネルギッシュ芯講

7 月 7 日、中央公民館で婦人教育指 演の後、全体会、分科会で婦人の今日

導者中予地区研修会が行われました。 的課題や今後の婦人会活動の進め方に

中予地区の婦人教育関係者約250人 ついて話し合われました。

広報かわうち

ぬ
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日
間
賀
時
一
一
日
厚
生
大
臣
表
彰

国
庫
サ
チ
コ
さ
ん

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
長
表
彰

橋本

永
年
の
民
生
委

員
児
童
委
員
と
し

て
社
会
福
祉
の
増
進

に
貢
献
し
た
功
績
が

認
め
う
れ
、
高
須
賀

英
隆
さ
ん
(
原
沖
)

と
橋
本
矩
久
さ
ん

(
三
軒
屋
)
が
厚
生

大
臣
表
彰
を
、
国
贋

サ
チ
コ
さ
ん
(
土
谷
)

が
全
国
民
生
委
員
児

童
委
員
連
合
会
長
表

彰
を
受
け
ま
し
た

。

長
い
間
、
民
生
委

員
児
童
委
員
と
し
て

ご
活
躍
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

園贋サチコさん

問屋婦人会が
生活環境づくり
活動功労者表彰

愛嬢県知事表彰
6 月 1 6日、県民文化会館で開催された交通

安全県民大会において、交通安全活動の功績

が認め5れ、川内町交通安全母の会が交通安

全功労知事表彰を受けました。

6 月 22日、アイテム愛媛で開催された 、え

t ; l 」宅事輔圃・・・ ひめ環境フェア、

で生活環境づくり

に功績があったと

して川内町問屋婦

人会が生活環境づ

くり活動功労者表

彰を受けました。

‘ 老人IJ弓ヲ、と児童が
“さくようぬ湯"で爽;涜

7 月 1 5目、ふるさと交流館で老人

クラブと川上小学校 2 年生との交流

会が聞かれました。

これは、小学校 2 年生の生活科の

授業の一環で行われたものです。

お風E場では、お年寄りと児童が

仲よく背中を流し合う光景も見うれ、

文字どおりつまだ白、のつきあい、が

できていました。

ぬ

お湯に入る前に 砂

自己紹介

広報かわうち



み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す

。

「
こ
の
人
」
「
満
一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題

、

情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

包
9
6
6

・

2
2
2
2

TOWNTOPICS 

広報かわうち

(代
)

川
内
吟
社
七
月
例
会
報

池
川

腕
谷

、己己

J.1王

縁
蔭
や
パ
ス
来
る
迄
の

、
三
ち
話

緑
陰
の
深
さ
へ
試
歩

を

の
、
ばし
け
り

蜘
昧
の
図
に
見
と
れ
て
ゐ
た
る
呼
.
ば
れ
け
h
j 和

田
さ
き
こ

近
藤

4
司
カ

ッ

ト
は

片
岡

鶴
太
郎
氏
の

「蛸
郷
」

千
春

報
告
を
し
、
町
長
・

議
長
か
ら
激
励
を

受
け
ま
し
た
。

川
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
部
は
、
愛
媛
県
代
表
と
し
て

滋
賀
県
守
山
市
で
行
わ
れ
る

全
国

大
会

(八
月
六
日

1

十
日

)
に
出

場
し
ま
す
。

川
上
ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ

E

ル
部

が
岡
長
・
議
長
を
表
敏
訪
問

高
須
賀
清
江

菅
野

e

斗
清

小

倉
静
波

池
川
水
稔

楠
治
子

高
瀬
照
幸

能
…田

慶
一

高
須
賀
茅
花

池
川
明
谷

緑
陰
や
ラ
ジ
オ
鳴
り
ゐ

て
人
見
え
ず

混
ぜ
か
へ
す
釜
の
深
さ
や
麦
の
飯

緑
陰
や
弁
当
箱
を
枕
と

し

設
計
図
あ
る
や
に
蜘
妹
の
巣
を
張
れ
る

麦
飯
ゃ
い
焦
げ
を
さ
ら
へ
る
子
沢
山

原
子
炉
を
岬
に
据
へ
て
夏
の
雲

自

の
前
に
蜘
妹
垂
れ
母
の
己
心
な
り
け
り

蜘
妹
の
図
や

三
日
留
守
せ
し
狭

き
庭

s 
rh1!$ J 
‘Ei!i i~ 

5!/!ju 
の倉

本
&i 
η 

It 

ー

六
月
十
五
日
、

川

上
ス
ポ

ー
ツ
少
年

団
の
中
川
将
人
く
ん
、
高
須
賀
昭
徳
く

ん
と
監
督
の
渡
部

一
男
さ
ん
が
大
西
町

長
、
酒
井
議
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

県
大
会
準
優
勝
、
全
国
大
会
出
場
の

り

、
温
か

み
の
あ
る
本
に
仕
上
が
っ

て
い
ま
す
。

盟主
まう喜
斧Z

樋
口
幹
さ
ん
(
上
海
上

)

が
部
落
解
放
に
つ
な
が

っ
て

ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め

て
書
き
下
ろ
し
た
作
品
で

、

主
人
公
の
金
子
俊
介
が
部
落

差
別
と
闘
い
な
が
ら
由
布
子

と
結
ぼ
れ
る
ま
で
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

江
口
い
と
さ
ん
が
序
文

を
、

カ
パ
l

は
片
岡
鶴
太
郎

さ
ん
の
絵
が
描
か
れ
て
お

⑨8月EMポカシづくり

8 月 29 日 (日)午後 2 時から中央公民館

大ホ ールにてボカシづくりをします。

ボカシがつくれるばかりでなく、皆さ

ん方の効果的なボカシの使い方のお話

も聞けましょう 。 多くのご参加、お待

ちいたしております。

• 8 月は子どもたちにとって喜び多い

夏休み。 家庭で地域で私たちにでき

る精いっぱいの愛情をもって、子ど

もたちを見守っていきましょう 。

-・・ 婦人会から ・・・
先日の桜学級では、中予の皆様方と

ともに研修や交流ができ 、 実りの多い

1 日でした。 天神の句碑に“輪の中に

いる幸せを 知る笑い" とありますが

正にそのとおりでした。大勢のご参加、

本当にありがとうございました。

⑨第 2 回桜学級(人権学習)

8 月 8 日 (日)午前 9 時より中央公民館

大ホールにて開催される第22回川内町

同和教育研究大会に参加して勉強しま

す。

子どものかわいい作文発表のほか、

色々と計画されています。 この輪に皆

さんどうぞ参加 してご自分を磨きまし

ょうよ 。
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活害l s 
動jホ〆

あ
じ
さ
い
の
杜
ま
つ
り

(六
月

下
旬
)
の
活
動
を
中

心
と
し

て
、

あ
じ
さ
い
の
手
入
れ
、
施
肥
、
さ

し
木
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
発
展
、

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
自
然
を

愛
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
活

動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す

。

H

あ
じ
さ
い
の
杜

H

に
入
っ
て

い
っ

し
ょ
に
活
動
し
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
る
方
、
次
の
と
こ
ろ
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

口問い合わせ先

たあじさいの杜ミ

代表寺川健治

(薗 966 - 3545)

佐伯 敦

(箇 966-2484)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

井
内
の
休
耕
田
を
借
り
受
け
、

そ
ば
好
き
の
仲
間
が
そ
ば
づ
く
り

に
精
を
出
し
て
い
ま
す

。

会
員
は
非
農
家
の
方
が
ほ
と
ん

ど
で
、
自
然
の
中
で
汗
を
流
し
て

赤
そ
ば

(高
嶺
ル
ビ
l

)
等
の
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

。

い
っ
し
ょ
に
そ
ば
、
、
つ
く
り
を
や

り
た
い
方
、
下
記
ま
で
ご

一
報
を
!

直亘
かな

夏奈ちゃん
(8月 21 日生)

兄姉とともに健やかに育て l

(父母よリ)

橋本

口問い合わせ先

片山カツ子

(箇 966-6872)

川
柳
も
づ
く
吟
社
七
月
例
会
報喜

撰
亭

明
浩

好
々
爺
修
羅
場
を
抜
け
た
古
狸

山
本
ひ
ろ
志

白
味
噌
の
ぬ
た
の
旨
さ
も
京
料
理

渡
部
佐
久
良

松
岡

山
追
わ
れ
ホ
テ
ル
を
宿
に
す
る
狸

義
国

脳
味
噌
が
い
た
み
か
け
た
か
物
忘
れ

都
築
登
貴
子

ワ
イ
ド
シ
ョ

l

有
名
人
を
狙
い
撃
ち

岡
本

武
士

露
天
風
呂
狸
も
入
る
峡
の
宿

平
岡

深
舟

田
楽
の
旨
さ
を
決
め
る
味
噌
の
味

佐
々
木
胡
舟

退
職
を
待
っ
て
ま
し
た
と
地
区
の
役

高
岡

ふ.tz~•. 
ご目
I.llll. 

田
の
畔
で
お
玉
杓
子
を
狙
う
鷺

篠
森
美
登
里

蟹
味
噌
の
残
る
甲
羅
で
酒
を
呑
み

、 一高
瀬
喜
撰
亭

ぬ

九
月
句
会
御
案
内

日
時

九
月
四
日
(
土
)

場
所

中
央
公
民
館

宿
題

敬
う
・
係
わ
り
・
横

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い

。

午
後
七
時
三
十
分
よ
り

[( ﾁ 

さき

早紀ちゃん
(8月 30日生)

いろんな遊びを一緒にしたい

な。ずーっと仲良くしようね

(お姉ちゃん達より )

来月号は、 9月生まれの満
1歳児を募集します。 8月 5 日

までに役場総務課広報係まで
写真と コメントをお寄せくだ
さい。

広報かわうち

." 

藤田



インフォメーション

園え
ひ
め
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
回

目テ
l

マ
イ
ベ
ン
ト
企
画
募
集

え
ひ
め
女
性
財
団
で
は
、
え
ひ

め
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(ロ
月

4

日
・

5

日
開
催
)
の
関
連
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
、
運
営
す
る
県
内
グ

ル
ー

プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

採
用
グ
ル
ー

プ
に
は
、
叩
万
円

を
限
度
と
し
て
助
成
し
ま
す

。

口
募
集
グ
ル
ー
プ
数

3

グ
ル
ー

プ
程
度

口
募
集
期
限

8

月
初
日
幽

口
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

松
山
市
一
番
町
四
丁
目

4
の
2

県
庁
内

側

え
ひ
め
女

性
財
団

(箇
9
3

A
吐
・

に
J
1
i

で ・・・・
も松 壬含
身 山富ヨ
近税 巳l
に務 ヨE
感署 Z -
じで fV
は n、

里元 理
をを 干存

で t 震

て
も
ら
お
う
と
、
「
税
の
ま
ん
が
」

を
広
く

募
集
し
て
お
り
ま
す

。

口
テ
ー
マ

税
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
何

で
も
結
構
で
す
。

口
応
募
で
き
る
人

誰
で
も
応

募
で
き
ま
す

。

個

人
・
グ
ル
ー

プ
を
問
い
ま
せ
ん

。

口
大
き
さ

B
4

サ
イ
ズ

(片
面
使
用
の
平

面
)
、
l

作
品
l

枚

口
記
載
事
項

応
募
作
品
の
裏
面
に
、
作
品
の

タ
イ
ト
ル
の
ほ
か
、
氏
名

(又

は
グ
ル
ー

プ
名
)、
住
所
、
勤

務
先

(又
は
学
校
名
)

、

年
齢

(
又
は
学
年
)
、
電
話
番
号
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

口
応
募
の
締
切
日

9

月
初
日

口
応
募
先

〒
7
9
0

・

n
U
口
O
A
U
口
δ

松
山
市
若
草

町
4

の
3

松
山
税
務
署

「
税
の
ま
ん
が
」
係

(箇
9
4

1

・
9

1

2

1

)

聞え
ひ
め
女
性
大
学

園受
講
生
募
集

9

月
開
講
す
る
次
の
講
座
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

口部門及び応募資格

o小学校低学年の部

o 小学校高学年の部

o 中学校の部

(各学校を通じて応募)

o 一般の部

町内在住の一般町民

(高校生・大学生を含む)

口応募作品

未発表のものに限ります。

口応募用紙

400字詰原稿用紙 5 枚以内と

し、 1 行目に「私の感銘を受け

た本j と 書 き、次の行に書名、

著者名、発行所名を書く 。

氏名、年齢、住所、職業を必

ず書いてください。

口応募締切

平成11年10月 1 日までに川内

町中央公民館事務局へ。

日発表と表彰

各部門とも入選 3 点以内、佳

作 3 点以内とし、広報で発表。

入選、佳作とも賞状と記念品

を贈ります。

口
講
座

・

自
己
開
発
講
座

-

女
性
と
健
康
講
座

・

現
代
男
性
講
座

口
募
集
期
間

8

月

1

日

間
1

8

月
却
日
幽

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(箇
9
2
6

・
1

6
3
3

)

広報かわうち

園行
方
不
明
者
捜
索

圃強
化
月
間

ぬ

ご
家
族
の
な
か
で
、
突
然
、
行

方
が
分
か
ら
な
く
な

っ

た
方
は
い

ま
せ
ん
か
。

警
察
で
は
、
8

月
中
を
「
身
元

不
明
者
等
捜
査
強
化
月
間

」
と
し

て
行
方
不
明
者
等
の
身
元
確
認
を

行
っ
た
り

、
家
出
人
の
発
見
に
努

め
ま
す
。

警
察
で
は
こ
の
月
間
中
、
「
行



方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
」
を
県

下
各
警
察
署
で
開
設
し

ま

す
の

で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は

、

最
寄
り
の

警
察

署
・

交
番
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

電
話
に
よ

る

相
談
は

、

「
第
二
1

1

0

番
」
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
0

1

2
0

・

3

1

・
9

1
1

O 
""-

行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所

口
開

設
日

8

月
9

日

間

口
開
設
場
所

松
山
東
警
察
署

山
時
1

日
時

園企
画
展

圃昆
虫
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

インフォメーション

口
期

田
引d

F
1
 

7

月
山
日
出
1

8

月

白
日

ω

口
休
館
日

月
曜
日

口
入
場
時
間

9

時
i

げ
時

(入
場
は

同
時
却
分
ま
で
)

口
展愛 場
示媛 ( I ( 

室県 i l l 

- 総 所
そで ぷ主、
E宮 口

T 科
U 兵'4

8 ;:;;; Irt, 
9 坊
7 館
企

4 画

0

・

4

1

0
5

)

口
小 大 観
中人 臣と
学芸 見

生 思 料
生
以
上

5 
0 
0 
円

2
5
0

円

お
図
的別

た 対夏
i 策季
」 にの

ご省
協工
力ネ
をル
f ギ

ん
の
エ
ネ

ル
ギ
l

消

費
に
支
、
え

ら

れ
て
い

る
わ
た
し

た
ち

の
暮
ら
し
。

し
か

し
、

エ
ネ

ル
ギ
ー

に
は
限
り

が
あ

り

、

地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
へ
の

悪
影
響
も
現
れ
て
い
ま
す
。

い
ま

必
要
な

の
は
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
再
点
検
と

、

ち

ょ
っ

と
し

た
工
夫
に
よ

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

一
年
で
最
も

電
力
消
費
の
多
い

8

月
、

家
族
み
ん

な
で
省
エ
ネ
に

取
り

組
み
ま

し
ょ
う

。

園感
電
・
火
災
防
止

圃に
漏
電
遮
断
器
を

ご
家
庭
の
配

電
盤
に
漏
電
遮
断

器
を
取
り

付
け
て
お
く
と

、

感
電

や
火
災
事
故
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き

ま
す
。

事
故
防
止
の
た
め
に

、

必

ず
漏
電
遮
断
器
を
取
り

付
け
ま
し

ト

J晶
、つ
ノ
。

側
四
国
電
気
保
安
協
会
愛
媛
支
部

(箇
9
4
3

・
3
7

5

1

)

一検
察
審
査
会
制
度

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て

警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
の
に

、

検
察
官

が
加
害
者
を

起
訴
し
て
く
れ
な

い
。

こ

の
よ

う
な
場
合
に

、

そ
の

不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ
し

を
審
査

す
る
の

が
検
察
審
査
会
で
す
。

審

査
の
相
談

・

申

立
て
に
つ
い
て
の

費
用
は

一
切
無
料
で
、
秘
密
は
か

た
く
守
ら

れ
ま
す
。

お
問
い

合
わ

せ
は

、

松
山
検
察
審
査
会
事

務
局

(箇
9

4
1

・
4

1

5

1

)
ま
で
。

園給
水
装
置
工
事
事
業
者

Eの
追
加
指
定
に
つ
い
て

平
成
日
年
5

月

か
ら
6

月

の
聞

に
給
水
装
置
工
事
事
業
者
と
し
て

追
加
指
定
し
た
業
者
は

、

次
の
と

お
り

で
す
。

口
恒
和
設
備
工
業
側
松

山
市
北

梅
本
町
6
3
7

(箇
9
7

5

・
3

3
1
5
)
 

口
同
八
倉
水
道
工
業
所

松
山
市
立
花
6

丁
目

4

の
お

(箇

9
4
5

・
8
4
8
4

)

口
愛
生
創
工

松
山
市
西

一
万
町

4

の
日

(箇
9
3
4

・
0
5
0
5

)

口
偏
進
建
設

松
山
市
姫
原
3

丁

目

6

番
目
号
(
菌
9
2
2

・
0

0

6
4
)
 

.8月ごみの収集日 ・
清掃センター 電話 966-4989

1 .もえるごみ

収集曜日 収集 地 域 収集変更日又は収集休止日

東谷・西谷

月・木 土省 . ì'骨川・奥松瀬川
毎 天神 (山田団地を除く )

火・金
北方東・北方酉 変更なし

週 南方東 ・南方西

水 ・土
町西・町東 (天神を除く )

山田団地 ・ 4黄灘団地 ・前松瀬川

2 .もえないごみ ・有資源回収

収集地域 ガラス・空ビン類 空き缶等金物類 有資源回収

東谷 ・西谷

土谷 ・滑川・奥松瀬川 B月9日(月) 日月 23日(月) 8月 1 6 日(月)

天神 (山田団地を除く )

北方東・北方西
8月 10日ω 日月24日凶 8月 17日ω

南方東・南方西

町西・町東 (天神を除く )

山田団地・横灘団地 B月 1 1 日休} 8月 25日同 8月 1 8目的<)
前松瀬川

広報かわうち



健康センターかう

-健康センター ïï966 ・ 2191

E司酌四時a・

0育児相談

日時 8 月 3 1 日 (}j

受付 午前 9 時 ~ 10時

場所 健康センタ一 l 階

対象児 平成10年 6 ・ 7 月 生まれ、

平成11年 1 ・ 2 月生まれ

( 6 ・ 7 カ月児、

l 歳 1 . 2 カ月児)

内容 身体計測、発達チェック、

保健指導、栄養指導

持参品 母子健康手帳、アンケー

ト (事前に送付します)

0育児学級

日時 8 月 31 日 (火)

受付 午後 l 時~ 2 時

場所 健康センター I 階

対象児 平成10年9 ・ 10月生まれ、

平成11年 4 . 5 月生まれ

(3 . 4 カ月児、

10 ・ 11 カ月児)

内容 身体計測 、 発達チェック 、

小児科診察、保健指導 、

栄養指導

持参品 母子健康手帳、アンケ ー

卜 (事前に送付し ます)

Efî張f.fù1z彊・

0いきいき健康講座

日 時 8 月 25 日 はゆ

午後 l 時30分~ 3 時

場所 健康センター 2 階

内 容 「東洋医学と健康」

講師 県立中央病院東洋医学研究所

玉井弘文先生

-E司担国tt古Eヨ・

園時~j:咽・

0健康相談・栄養相談

血圧測定、尿検査を行っています。

健康に関することはお気軽にご相

談くださし、。

日 時 毎週水曜日

午前 9 時~ 12時

場所 健康センター l 階

運動指導室

Oこころの健康相談

精神的に不安定だったり 、お年寄

りの痴呆等の相談をお受けしてい

ます。

日時 8 月 10 日 (刈

受付午前 9 時~ 12時

場所 健康センター及び家庭訪

問

(注)予約制ですので 、 事前に保

健婦まで御連絡ください。

圃圃JJl.laJ_

理学療法士による機能回復の訓練

を行っています。

日時 毎週水曜日午後 1 時~

3 時

場所 ガリラヤ荘

(注) 申し込みが必要ですので 、

保健婦まで御連絡くださし、。

-." 掴・111・-
日時 8 月 24 日 伏)

場所川内 11町役場

午前 9 時~ 12時

三浦精機(鮒

午後 I 時30分 ~ 4 時

日 時 対象児と注意事項

種j毘 8 月 9 日 (月)
3 カ月 - 7 歳 6 カ月の者。

午後 2 時 - 3 時
* 百 日咳にかかったことのある方は二種混合 ( ジフテリ

Eコ ア、破傷風) を受付で申し出て、受けてください。

麻 8 月 24 日 似。
1 j設 - 7 歳 6 カ月の者。

疹 午後 2 時-3 時
* 以前にMMR (風疹 麻疹-おたふくかぜ) を受けて
いる /Jは受ける必要はありません。

。場所 健康センタ- 2 階

。持参品 母子健康手帳予防接種手*長体tlTt計

酢臨海幸逼

会基本健診、女性健診の結果を個別にお返しします。

午前 (9:30~11 :00) 午後 ( 1 : 30~3 :00 ) 

8 月 2 日
ヂド内公民館 河之内公民館

(月)

B月 3 日 ノk好集会所 則之内西公民館
ω 

8月 5 日 海上 ( 9:30-10:30) 生活改善センター

休) 九騎 ( 10 : 40-11:40) ( 1:30-3:00) 

8月 6 日
土谷公民主í~ 奥松瀬川公民館

幽

B月 10 日
北方公民館 北方西公民館

ω 

8月 11 日
南方東音1\公民館

休)

8 月 17 日
南方西部公民館

ω 

8月 1 8 日
1黄 i期i団地公民館 前松瀬川公民館

(水)

8 月 19 日
健康セン タ ー ( 11汀東) 健康センター ( 1町西)

休j

{)-8 月 5 日は 、 滑川健康相談も同時開催します。

|基本齢、女雌診、肺がん検診、 I 
結核レントゲン検診

今年最後の健診日です。 ぜひ 、 受診してく

ださい。

日時 8 月 26 日 (木)

受付午後 2 時~ 7 時

場所 健康センタ ー

ESii昆置:a;~高司民主~".... 

日時 毎週月曜日

午前 8 時30分~ 10時

女 8 月 16 日は都合により休ませていただ

きます。

場所 健康センター

持参品 印鑑 、 登録を している犬は鑑札、

予防接種済票

I;J孟E正問屋ヨ (診療時間午前89寺30分~午後5即日分)
日 当番医 住所 電話

1 日 ( 日 )
国立療養所 重信 IIIT 964-2411 

愛媛病院 品問河原

8日 ( 日 ) 中川 病 院 松山 rlï
976・78 11

南梅本 IIIJ

15 日 ( 日 ) 宮内 病 院
松山市 975-0091 
北梅本 IIIT

22日 ( 日 ) くぼた内科
松山市 970-0011 
北梅本 IID

29日 ( 日 )
北上靖博 松山市 975-3753 

整形外科 平労:IIIT

広報かわうち
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表紙の写真

7 月 1 5 日、老人クラブと川|上小学校 2 年生児

童との交流がふるさと交流館で行われました。

老いも若きも、ジャグジー (気泡風呂) を心

ゆくまで楽しみました。

法
界
門
橋

町の動き ( 7 月 l 日現在)
人 口 1 1 ,1 8 1 人 (+ 1 5人)

男 5 ， 2 95 人 (+0人)

女 5 ， 886 人 (+ 1 5人)
世帯数 3 ， 8 0 3 戸 (+ 1 1F) 

戸籍の窓
( 6 月受付分・敬称l略)

会お誕生おめでとうございます

昭
和
十
八
年
当
時
の
法
界
門
橋
の
写
真
で
す
。

橋
は
木
造
の
小
さ
な
橋
で
す
が

、

一
二内
村
と
川

上
村
を
結
ぶ
だ
い
じ
な
橋
で
し
た

。

そ
の
後
、
昭

和
三
十
年
代
、
五
十
年
代
と
改
修
さ
れ
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

安
国
寺
の
法
界
山

伏
に
由
来
す
る
法
界
門
橋
。

そ
の
周

辺
は
激
変
し

、

写
真
当
時
の
お
も
か
げ
は

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん

。

(
写
真
提供

天
神

長
曽
我
部

均
さ
ん

)

な
つ
か
し
の
写

真
を
募
集

し
て
い
ま
す
f

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

住所 保護者 名前 生年月日

土 谷 中川隆志 このみ 5.27 

升を ょ昆u乙- 小笠原正敏
な

5.31 理rr 奈

西之側 宮地 i手安 ともみ 6. 1 

下之町 野浪智也
ひ なた

6. 5 陽 |旬

実歩 6. 8 
ーノ'・I~、ーh 堂 大石英司

実杭l 6 目 8

下 渡部文人 i賢す/し 人と 6.18 

女ごめい福をお祈りいたします

住所 氏名 年齢 死亡月日 世帯主

惣凹谷下 橋本義興 54 5.29 橋本義輿
;憤i疑団地 l 山本フジヱ 62 6.10 山本 f青

J¥ l険 菅野 主主 91 6.14 菅野 fl基

横灘団地 3 越智啓一 69 6.18 越智正彦

上 砂 宮内良次郎 67 6.22 宮内良次郎

天 1'111 菅田希志夫 68 6.24 背任l希志夫

東中十l 村上ヤス子 60 6.30 村上高徳

あ
じ
さ
い

の
杜
ま
つ
り

が
盛
況
で
し

た
。あ

い
に
く

の
雨
で

、

人

出
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
ど

っ
こ

い
、
ま
っ
た
く
心
配
な
し
。

「
あ
じ
さ
い
の
社
」
と
い
う
舞

台
を
最
大
限
に
活
か
し

、

い
き
い

き
と
演
ず
る
役
者
た
ち
(

地
元
の

方
々
)。

訪
れ
た
人
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の

H

手
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

H
に

、

な

ん
だ
か

心
地
よ
い
気
持
ち
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
す

。

ぬ

編集/}II内町総務課

干 791 ・ 0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEL (089) 966-2222 

印刷/アマノ印刷
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俳
人
松
根
東
洋
城
ゆ
か
り
の
"

一
畳
庵
“
で
、
六
月
二

十
五
日
か
ら

二
十
七
日
ま
で
一
畳
庵
展
が
、
ま
た二
十
七
日

に
は
俳
人
松
根
東
洋
城
と
佐
伯
巨

星
塔
展
も
併
せ
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

一畳
庵
展
で
は
、

一畳
庵
を
ミ
ュ
l

ジ
ア
ム
に
し
、
絵
画
や

掛
軸
、
彫
刻
な
ど
、
五
人
の
作
家
の
作
品
を
展
示

。

ま
た
、

.EE 

壬ヨ;

庵

俳
人
松
根
東
洋
城
と
佐
伯

巨
星
塔
展
で
は

二
人
の
交
流

を
記
し
た
葉
書
や
手
紙
約
三
百
点
が
展
示
さ
れ
、
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

。

展
示
会
の
問
、
大
勢
の
人
が
訪
れ
た

H

一
畳
庵
“

は
杜
叢
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
ま
す
。
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